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在日米軍横須賀海軍施設を擁する神奈川県横須賀市では、平成6年から30年以上にわたって、中心
市街地の夜間巡回パトロールが行われています。この活動は、地元町内会のみならず、多くの関係者
が参加するようになり、着実にその輪が広がっています。ここでは、活動を率いてきた大滝町会（地
縁法人）会長の上田 滋

しげる
氏の声を紹介します。

■横須賀市大滝町会（地縁法人）会長　上田	滋
私たちの地元は米海軍横須賀基地に隣接しています。
平成6年（1994年）、地元3町内会が協力し、より安全・安心な住みやすい街づくりの一環で夜間

パトロールをしようということになり、毎月第3金曜日に行うことにしました。街行く人々に「こん
ばんは、気をつけて」と声をかける挨拶を活動の主眼としました。最初は10人から15人程度の参加
でしたが、挨拶をする以上、お酒を飲んでから参加するのはやめよう、と決めました。

平成17年（2005年）、清掃活動も一緒に行うことにしました。不満の声が出るのではないかと心
配しましたが、いざ開始すると、皆さん気持ちよく協力してくれました。

ちょうどこの時期に、米海軍と海上自衛隊からボランティアとして参加したいとの話がありました。
多くの人々が参加すれば、活動の大きな推進力になります。米海軍、海上自衛隊、横須賀警察署、横
須賀市役所、神奈川県、南関東防衛局、市民ボランティアのガーディアン・エンジェルス、地元町内
会、外務省など、参加者は増加し、毎回50人を超えています。

当初、街行く人々は、我々を見てびっくりしていましたが、最近では「ありがとう、ご苦労さん」
と声をかけてくれます。毎月の活動を通して様々なグループが肩を抱き合うような仲間となり、笑顔
で活動を楽しく続けています。挨拶と清掃活動は非常にわかりやすい活動です。最後に振り返って、
汚れていた街がきれいな街に変化していることを実感すると、とてもうれしくなります。

ある年、当時の米海軍横須賀基地の副司令官が1年間、1回も休まず参加し、先頭で清掃活動を率
いてくれました。毎回の分別作業で一番多くの収穫を達成していたのは、この副司令官でした。彼が
昼休みにも基地周辺で清掃活動を始めると、職員が皆で参加してくれるようになったそうです。彼か
ら異動の知らせを聞いた私たちは、誰ということなく「送別会をやろう」ということになり、各々が
プレゼントを持って集まりました。「1年間皆さんと一緒に活動ができて、本当に楽しかった」、「私は
横須賀市民です」と彼が挨拶したことを今でも覚えています。

この活動を通じて多くの仲間と知り合うことができ
ました。顔の見える仲間との関係を育んでいくことは、
街の安心・安全につながると実感しています。2025
年8月には、横須賀に寄港した英空母打撃群を構成す
る英海軍・ノルウェー海軍の関係者も我々の活動に参
加してくれました。欧州関係者が参加したのは初めて
のことです。横須賀を舞台に、こうして信頼関係が着
実に拡大していることを心強く感じています。この活
動を次の30年に繋

つな
いでいくことが大切だと思ってい

ます。

「横須賀基地周辺夜間巡回パトロール」の 30 年C O L U M N

コラム

夜間巡回パトロールに参加したメンバーでの集合写真

沖縄の高校生・大学生等が東京、ワシントンD.C.及びニュー
ヨークを訪問し、政府要人との意見交換等を通じて日米の相互理
解を深める「アメリカで沖縄の未来を考える」（TOFU）1プログラ
ムにはこれまで約170人が参加しました。2025年には、TOFU
コミュニティをより充実させるため、参加者の中から4人の「日
米交流学生大使」を任命しました。このコラムでは、「学生大使」
の声を紹介します。

■安永	恵一さん
TOFUでは、日米関係に携わる専門家の方々との対話を通して、特に沖縄と米軍基地問題の多様な見方を

知り、賛否だけでは語れない複雑さを実感しました。また、実際に日米の政府機関を訪れ、外交の現場に触れ
たことは大きな刺激となり、外交官の方々から文化や歴史を理解する姿勢の重要性を学び、将来は外交官とし
て国際社会に貢献したいという夢が生まれました。訪米後は日米交流学生大使として、基地訪問や学生交流に
参加し、国境を越えて協力する意義を体感しています。TOFUは、日本の課題に向き合い意見を持つ重要性
を教えてくれただけではなく、外交という新たな世界を知るきっかけとなりました。

■江田	ひろさん
TOFUに参加した理由は、名称が示す「アメリカで沖縄の未来を考える」という理念に強く惹

ひ
かれたため

です。私は、沖縄という自分にとって最も身近な地域に外側からも向き合う必要性を感じていました。プログ
ラムでは、日頃訪れることのない政府機関を視察し、基地問題や外交課題について普段出会えない専門家と対
話し、自らが疑問に感じていることを直接質問できる貴重な機会を得ました。また、多様な背景を持つ仲間の
視点に触れながら議論を深めたことは大きな学びとなりました。帰国後は、沖縄で自分たちに何ができるかを
話し合い、具体的な行動に移した経験から、背景を知った上での対話と協働が相互理解の基盤になることを実
感しました。

■奥間	美月さん
米軍基地が町の8割を占める環境で育った私は、日米関係の実態を直接理解し、沖縄の未来に貢献したいと

いう思いからTOFUに参加しました。日米両国の政府機関関係者から日米同盟や沖縄の現状について伺う中
で、グローバルな視点から物事を捉える重要性を学び、外交において“人と人との交流”が果たす大きな役割
を実感しました。さらに、参加メンバーとの交流、現地校の訪問、沖縄出身で活躍されている方々との出会い
を通じて多くの刺激を受けました。国内外での研修を経て得た学びを沖縄の未来を考える次の行動につなげる
ため、このプログラムで築いた繋

つな
がりを大切にしつつ、今後も自分に何ができるのかを考えていきます。

■尚
しょう
瑠美さん

フェンスの向こうには何で入れないのかな？初めて疑問に思ったのは幼稚園の時でした。そこで日本が戦争
でアメリカに負けて、沖縄に大きな基地ができたことを知りました。TOFUで渡米するまではアメリカは強
く、無敵だと思っていました。しかし、アーリントン国立墓地を訪れて、戦勝国にも広大な敷地を埋め尽くす
ほどの戦没者がいることを知り、これまで自国の戦没者について学ぶことはあっても、アメリカの戦没者のこ
とを考えたことがないことに気づきました。「アメリカから沖縄の未来を考える」という新しい視点のプログ
ラムのおかげで、何事においても相手側の視点や事実を疎

おろそ
かにしてはいけないと学ぶことができました。

1 TOFU：Think of Okinawaʼs Future in the United States

日米交流学生大使C O L U M N

コラム

TOFUプログラムに参加した学生
（3月、米国・ワシントンD.C.）

外交青書2026_3-1.indd   188外交青書2026_3-1.indd   188 2026/06/16   16:49:352026/06/16   16:49:35


